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政政策策提提言言書書

「「若若者者をを対対象象ににししたた地地域域愛愛のの醸醸成成にによよるる タターーンン増増加加施施策策」」

焼津商工会議所青年部





焼津商工会議所青年部（以下、焼津 ）は、１９９７年（平成 年）の設立以
来、地域社会の健全な発展を支える商工会議所活動の一翼を担う若き起業家集団
（ ）として、地域の経済的発展となり、豊かで住みよい郷土づくりを目指す活
動を続けてまいりました。
私たちに求められる役割は、地域の諸問題を解決するため、地域経済社会の代弁

者として意見を述べ、政策提言活動を行い、それを実現していくことです。

今年度のスローガンは、「つなぐ・つなげる・つながる～地域と共に笑顔あふれ
る未来～」と掲げました。新型コロナウイルスの影響により、地域経済・社会は、
未曾有の大きな影響を受けております。加えて、人口減少・少子高齢化や地方創生
など従前から抱えている構造的な課題に直面しています。このような状況の中でこ
そ、行政や他団体、市民の皆様と手を取り合い、つながりを感じ、絆を深めること
が重要だと考えます。

これまで、令和元年 月に焼津市職員の方々と、我々焼津 メンバーでざっく
ばらんに地域活性化について意見交換会を行いました。そして本年度令和３年 月
にも、焼津市職員の方々から雇用問題・環境問題・人口減少・観光をテーマに、焼
津市で行っている政策内容、課題などの意見交換を行い、焼津ＹＥＧとのつながり
を深めてまいりました。

私たちはここ焼津市で事業を営み、すべての焼津ＹＥＧメンバーがここ焼津市を
深く想い愛し、そして創立以来長年にわたり多くの先輩方とともに地域活性化事業
に取り組んでまいりました。その経験と想いを込め、この政策提言書を作成いたし
ました。この想いのこもった政策提言書を今後の市政にご活用くださいますよう、
心よりお願い申し上げます。

本提言書作成にあたり、これまでにご指導、ご協力を賜りました焼津市職員の
方々をはじめ、各方面ご関係者の皆様に感謝と御礼を申し上げご挨拶とさせていた
だきます。

ご挨拶
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焼津商工会議所青年部
会長 大川 雅
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焼焼津津市市のの人人口口のの現現状状とと課課題題

①焼津市の人口推移
焼津市の人口は 年 月時点で 人である。 年の 人をピーク
に減少傾向となり、今後も人口減少が進行することが予想される。また、 歳以
上の人口は年々増加しており、今後も上昇することが見込まれる。
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第 期焼津未来創生総合戦略より
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第 期焼津未来創生総合戦略より

転入・転出の推移をみると、 年度から「社会減（転入者数－転出者数）」
の状況が顕著となった。ただ、 年度は転出者数が減少したことで「社会増」
に転じた。自然増減については、 年度以降は「自然減」の状態が継続してい
る。
近年は一見社会増の傾向にあるが、若者世代の転出が顕著（ 資料参照）で、

この対策が必要だと考える。

年度以降は転入者数は増加しており、 年度は「社会増」となっている。
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第 期焼津未来創生総合戦略より

社会増減の年齢別・男女別の動向を確認すると、男性よりも女性が転出する傾
向があり、特に ～ 歳までの女性が流出していることがわかる。男性よりも女
性が転出していることは、少子化が一層進むことを示唆している。男女ともに、

～ 歳の移動が多い。年齢的においても就学、就業、就職の関係で市外への転
出が考えられる。 年の社会増減は、 ～ 歳男女、 ～ 歳女性、 ～ 歳
男性が「社会増」となっており、これまでとは異なる動きがみられるため、一時
的要因なのか、継続する動きなのかを確認する必要がある。

年度 年度 年度 年度

▲ ▲ ▲

若者世代（ ～ 歳）の人口（人）推移

若者世代を中心に市外へ流出している社会減が大きい。

年齢別男女別の移動数



6

②焼津市の産業動向
少し古い資料となるが、市内の事業所数の推移は、 年から 年の間に
事業所が減少している。「教育、学習支援業」及び「医療、福祉」を除くすべて
の業種で減少。
雇用者数は 年から 年にかけて、 人減少している。雇用者数において
も「教育、学習支援業」及び「医療、福祉」を除くすべての業種で減少している。

第 期焼津未来創生総合戦略より
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第 期焼津未来創生総合戦略によれば、今後 年間で の労働力の減少が見込
まれている。 年の労働人口は 年比で ％減少する見通しであり、
歳以上の人口は半分程度となることが見込まれている。多様な働き方を可能とす
るなど、働きたい人が働き続けられる労働環境の整備が必要になる。労働力人口
の減少がもたらす経済の影響は大きいと考える。

第 期焼津未来創生総合戦略より
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地方における人口減少は続いているが、焼津市においても人口減少
が喫緊の課題となっており、その要因として、出生率の低下等による
自然減のほか、進学・就職を機に若者世代を中心に市外へ流出してい
る社会減が大きく影響している。この課題に対応していくためには、
ある程度限界のある人口の自然増のほかに、社会増の実現が必要不可
欠である。第 期焼津未来創生総合戦略の基本目標２『新しい人の流れ
をつくる「住みたくなるまち」やいづの推進』においても、ＵＩＪタ
ーンの推進を掲げている。
社会増を実現させる方法のひとつに、焼津市出身者のＵターン促進

による転入者増及び転出者減を実現させることが有効と考える。
焼津市では、若者世代といわれる 歳から 歳代の転出超過が顕著

でありその傾向は続くと推測される。焼津市出身の若者世代のＵター
ン促進をテーマに、特に社会減少数の大きい「若者世代」にターゲッ
トを絞ることにした。
また、人口減少が経済規模の縮小や税収の減少となり、市民生活水

準の低下といった現象を引き起こすことも考えられる。それらが、地
域の魅力の低下を招くと考える。
地域活性化のためには、「若者世代の社会増」の対策が必要である。

政策提言の背景・目的

提言



中高生を対象にしたワークショップの開催

■現状と課題

きます。就職時においても、首都圏やその他の地域に就職してしまい地元に戻
らない若者が多い。
学生は地元に働く場がないと思っており、焼津市に働く優位性を感じていない
ことが課題だと考える。
・希望条件と合わない（働く場所が多い首都圏の方が選択肢が多い）
・地元企業の認識不足
・雇用の受け皿が乏しい

提言

県内出身大学生全体の県外就職率は ％で、半数が県外に流出して
いたことが分かった。県外に進学した学生が県内に戻って就職した
Ｕターン率は ％と 年春卒生以降で最低となり、若者の人口流
出の深刻さが改めて浮き彫りになった。【出典 静岡新聞】

「若者を対象にした地域愛の醸成による ターン増加施策」
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　焼津市で育った子どもたちの多くは、進学のため首都圏など県外に巣立ってい



地元企業の情報が十分に伝わっていない。
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年卒マイナビ大学生 Ｕターン地元就職に関する調査より

地元就職希望（最も就職したい都道府県が卒業高校都道府県に一致）の割合

地元大学に進学した学生（以後、地元進学者）の地元就職希望割合が ％
（対前年 減）に対し、地元外の大学に進学した学生（以後、地元外進学者）
は ％（対前年 減）と、地元外に進学した学生は地元就職希望割合が低い
事がわかる。どちらの属性においても、この 年で減少傾向にあり、地方における
人材確保は急務だが、学生は地元への関心が低くなってきていると言える。



県外在住者には地元企業の情報が十分に伝わっていない。
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年卒マイナビ大学生 Ｕターン地元就職に関する調査より
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年卒マイナビ大学生 Ｕターン地元就職に関する調査より

　経済的な理由以外に、地元志向の考えも一定数はいる。
「地元が好き」「地元に貢献したい」といったＵターン希望の割合が高くなって
いる。このことからも、焼津市から県外に流出した世代のニーズを適切に捉えた
Ｕターン施策を実施する必要がある。

調査期間： 年 月 日（水）～ 月 日（日）
調査方法： 月 日時点のマイナビ 会員にＷ で配信。
有効回答数： 名

内訳：文系男子 名 理系男子 名 文系女子 名 理系女子 名



■提言内容
地元の中高生を対象にしたワークショッププログラムの開催
大学進学などで地元を離れる前に、地元の魅力を知ることが重要であると考

える。そのためには、中学生、高校生に、地元のことを知るきっかけ、機会の
場を提供する。学校の教育では教えてもらえない学びの場を提供し、地元焼津
のことを知る場として、街づくり体験のワークショップを開催する。地域課題
を考え、触れることで、地元の産業について、企業の役割、活動について学ぶ
ことになり、それらが若者との共創で未来のまちづくりを推進する。

■期待される効果
　早い段階から焼津市の街について学ぶことで、焼津愛（シビックプライド）の
醸成を図ることができる。地元で働く価値を見出すことができ、就職時の選択
肢としてＵターンを考えるきっかけが期待できる。

■焼津 の関わり方
　ワークショップで「地元企業の仕事の魅力や働く事を体感する」場や「自分が
住む街について考える」場を提供する。
また、地元企業の経営者が多く在籍しているので、積極的にインターンシップ

を行う。小規模、中小企業がいきなりインターンシップを実施するにはハード
ルが高いが、そのような企業に研修の場を提供すれば、企業側もチャレンジし
やすくなる。また、行政とも連携し、ソフト（人材、コンサル）面やハード面
（インターネット周辺機器）の支援を行う。
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高校 年生及び高校 、 年生と保護者
進学者及び保護者を対象に、大学受験終了後から上京する間にイベントを開催す

る。県外の大学に進学した学生が就職活動をする際、市内企業も選択肢に入れても
らうため、進学希望の高校生を対象にした市内企業・大学等の説明会「わたし×未
来フェア やいづ」を開催する。地元企業や近隣大学などがブース出展する。
高校 年生には、キャリアデザイン（生き方設計）について考えてもらい、焼津

市のまちづくりをテーマに「５年後の自分と焼津市を思い描こう」というバックキャ
スティング型ワークショップを開催する。
自治体をはじめ地元事業所の参加も求め、高校生と対話を行う。高校１、２年生

には、大学などのブースで、学校の概要や学びが将来にどう活きるのかを説明する。
会場にて 登録を行い、県外に進学してからも定期的に情報発信を行う。

進学希望者を対象にした情報提供の場の開催
「わたし×未来フェアｉｎやいづ」

イメージ

「焼津愛」の醸成

活用による
情報発信

地域課題＊企業を切
り口とした学ぶ場の
創出

仕事内容から、
生徒が興味を引くように
情報提供

地元企業の情報を
ターゲット目線で

まちを学び場とする
キャリア教育

ニーズに合わせた
情報発信
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子どもたちがずっと焼津に住み続けていきたいと思えるような、地域の
特色を活かした教育への取り組みが必要。
地域が一体となって若い世代に「ふるさと教育」を推進できるような
仕組みを構築していく。



■事例紹介
愛媛県宇和島市 若者の ターンを促進する仕組みを義務教育段階から構築
「おかえりプロジェクト」
おかえりプロジェクトは、４つのプロジェクトから成る（図）。参考にしたい２
つのプロジェクトを紹介する。まず、郷土愛の醸成を図るのが「学校自慢ＣＭ大
賞」プロジェクトである。地元ケーブルテレビ局の協力を得て、小・中学生が自
校の魅力を紹介する映像を製作する。教育委員会とも連携し、各小・中学校では
「総合的な学習の時間」などを充てて、魅力発見の活動やＣＭ製作を行っている。
そして、郷土愛を育みつつ、まちの活性化もねらっているのが、「高校生まちづ
くり課」プロジェクトである。市内の高校生の有志が、「若者が地域に残れる・
帰れるまちづくり」をテーマにワークショップなどを実施。同市の企画情報課が
事務局となり、県内の大学や金融機関などの協力も得ながら新規事業を考え、市
に提言するなど、まちづくりに直接参画する。
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■事例紹介
藤枝市 藤枝市 ターン・地元就職応援プロジェクト
産学官金で学生の進学を応援し、かつ県内外の大学等に進学する学生の地元企業
への就職と市内定住を促進するため、藤枝商工会議所、岡部町商工会、及び提携
金融機関と連携し、就学支援や交流・マッチングを実施。
藤枝市へ ターン就職した方には就職奨励金 万円を支給。
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■提言内容
などの ツールを活用した情報発信

　ここでは若者世代をターゲットにして、 などの ツールを活用し、定期
的に情報発信していくことが重要であると考える。
内容はターゲットに興味があるコンテンツにするために、地元在学生が若者目
線で情報発信を行う。また、情報発信力強化のため、地元のインフルエンサー
の活用も行う。

じる。「やいづライフ」の情報を 、 サイトとともに、さらに充実させて
はどうか。静岡県にも、「移住定住情報サイト ゆとりすと静岡」や「移住ポ
ータルサイト だもんで静岡県」といった サイトがあり、やはり情報量やク
オリティが高い。静岡県の方と情報連携し、サイトや 上で情報連携を深める
のも必要だと感じる。

■期待される効果
　情報を的確に、継続的に発信し、地元を離れても焼津に関心を持ち続けてもら
うことで、Ｕターンの促進が期待される。

■焼津 の関わり方
・焼津 活動もコンテンツとして提供。
（まちづくり活動、まちの活性化支援）
・ 登録者へ、まちづくり活動の情報や メンバーの企業情報など、
焼津 ならではのお得な情報を定期的に発信。
（ユーザーだけでなく、地元企業の宣伝にもつながる）

・県外にいる方との協働事業。
（イベント、研修会などのコラボレーション）

を活用した情報発信

■現状と課題
　地元を離れると、地元の情報が届かなくなる。焼津市の公式 はあるが、地
元の生活情報が中心のため、地域を離れるとあまり活用されていないように思
われる。そのため、徐々に地元とは疎遠になってしまう方が多いのではないか。
このような状況を踏まえ、直接的に若者に情報発信をすることが重要だと考え
る。
・焼津市公式 人登録（ 年 月現在）

世代別登録者 代より全世代からの登録あり
・やいづライフ 焼津市移住定住総合支援サイト

焼津市に ターン、 ターンしたい方を応援するサイト

提言
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　焼津市の公式LINEの情報は充実しているが、移住関連の情報はあまりないと感



高校を卒業し進学・就職等で市外へ出て行く若者に対し、市内の最新情報・就
職情報・コラム・動画などは、 を活用し定期的に配信する。配信は、若者が
活用しやすいアプリ（ ・ ・ ・ ）から利用者のニ
ーズに合わせて選択できるものとする。その場にいながら地元の行事や旅行気分
を味わうことができる「映像コンテンツ」を制作し発信する。

インターネット・スマホの日常生活への浸透は「消費者同士のつながり（コミ
ュニティ）」「インフルエンサーやアンバサダーなどの出現」による新しいマー
ケットコミュニケーションを生み出し、企業が提供する情報だけではなく、友人
知人（ ）・家族（ ）・ でのフォロワー（ ）など、いわゆ
る「「 フファァククタターー」」が実際の行動・意思決定に大きな影響力を与えてる。

参考資料
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■事例紹介
新潟市 公式アカウントで新潟への ・ ターン情報を配信
新潟県しごと定住促進課では、 公式アカウントにて県内の就職関連情報の
配信を行っている。
配信内容

・ ターン就職関連イベントの案内
・ ターン転職した先輩のコラム

新潟での暮らしに関する情報
魅力的な県内企業の情報と働く社員の声 など

■事例紹介
栃木県 でＵターン促進東京圏に住む本県出身の若者向けに、Ｕターン促
進を目的とした交流イベントや就職フェアなどの情報配信を始めた。県内各市
町の成人式で、登録を呼び掛けるチラシを配布。
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他市の情報を調べると、 や 、 、 、 等で
それぞれの情報を発信しているが、情報が一番充実しているのは サイトであ
った。



■現状と課題
　首都圏の企業に就職してしまうと、暮らしやすく、生活しやすいその場所に留ま
り、地元に戻る方は少ないのが現状である。そのため、人口流出が続き、労働力
の確保が課題になる。

人生の転換期に行う「大同窓会」
提言
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夫婦の平均初婚年齢年次推移

厚生労働省「令和２年 人口動態統計調査結果」



■提言内容
歳大同窓会を開催

　将来を考えるターニングポイントはＵターン年齢分布図や初婚の平均年齢の資料か
らも、 歳後半から 歳くらいである。そのタイミングで市内同級生による同窓
会を各地で開催する。県外に出ている若者世代に地元の良さを改めて体感してもら
い、地元焼津に帰ろうかなと思うきっかけにする。

■期待される効果
　出会いの場を提供することで、移住定住を促す。さらに、飲食店などへの経済波及
効果も期待できる。また、各地から様々な職業の方が焼津に集まることで、交流が
生まれ、ビジネス機会にも繋がる。

■焼津 の関わり方
　会員メンバーの積極的な参画によるイベントの企画運営を行政と連携しながら行い、
地域再生の発展に繋げる。
また、多くの地元出身者が一同に集合する「成人式」を単なる内輪の思い出だけ

にせず、「地域活性化、雇用機会創出」を含むように企画する。また、地元企業が
同窓会や成人式に参画する場を設ける。
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■事例紹介
磐田市 三十祭（さんじゅっさい）（ 年まで 回開催）

催。市内出身 歳対象者約 人中、出席 人

■事例紹介
三島市 「 歳の大同窓会」
結婚などで新たなライフステージを迎える 歳の節目に、生まれ育った地元で、
交流を楽しみ、三島への帰省を考えてもらう機会とする。また、移住に関しての
企画展を同日開催し、働く場 地元企業 の紹介を行い、地元企業の人材確保を図る。
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【ヒアリングより】
磐田市役所 地域づくり応援課が担当。磐田の情報を発信、磐田に触れる、
知ってもらう機会となっている。市内外在中の他、普段会えない県外の人も参加。

【ヒアリングより】
実行委員会として、三島商工会議所 三島商工会議所青年部。
参加対象者約 名。
参加者「 歳の大同窓会」 名、「 」 名
歳の大同窓会に合わせて、 という人材確保に向け、

移住定住、 ターンなど三島の情報発信ができた。

テーマ「絆復活」日常的に相談、支えあう仲間を作るといったコンセプトで開



■事例紹介
水戸市 歳の大同窓会（ 年、 年）
地元の魅力発見の契機として市が主催。テーマを「結婚支援」とし、出会いの場
を創出。市内の仕事についても相談できる。

■事例紹介
奈良県吉野町 同窓会支援事業

年などに同窓会支援事業を実施。吉野町出身の若者等が本町の魅力を再発見
し、ふるさと回帰への思いを強める契機とし、出会いの機会創出、地域経済活性
化を目的で、町内で開催される同窓会に対して経費の一部を助成。
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【ヒアリングより】
水戸市が担当だが、市内各中学校ＯＢで実行委員会を結成し実行した。参加者から
は満足度が高い内容。課題としては、良くも悪くも大規模な懇親会になってしまって
いる。

【ヒアリングより】
吉野町役場政策戦略課が担当。町外にいても吉野町を応援してほしいということで、
同窓会に集まったメンバーにふるさと納税のチラシなどを配布し宣伝することも出来
た。ただ、幹事をやりたがる人がいないので、役場職員が幹事をやった。令和元年ま
でやったが、コロナでそれ以降できていない。



新しい切り口の紹介で、地域×仕事×人で地域価値を高めます

まとめ

地元愛（シビックプライド）の醸成がＵターン促進に繋がり、
そして、地域の好循環を支えます。
・雇用創出
・地域活性
・次の世代を担う若者の人材育成、優秀な人材確保
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街づくり

カフェ

イベント

メーカー

教育 広告

どんな仕事があるのか？

どんな人が
働いているのか？

どこ（会社）で
働いているのか？

地域



第第 回回予予定定者者会会議議 月月 日日
顔合わせ 活動方針 活動計画 提言内容について（会長の想い、委員長の想い）

第第 回回予予定定者者会会議議 月月 日日
活動方針、活動計画策定。 月例会についての打ち合わせ

第第 回回委委員員会会 月月 日日
月例会風会議について テーマ、役割分担などの打ち合わせ

第第 回回委委員員会会 月月 日日
月例会風会議に向けて 役割分担、シナリオなどの確認

第第 回回委委員員会会 月月 日日
月例会風会議に向けて 台本、レイアウト、準備、グループワーク進行の確認

月月例例会会 風風会会議議「「地地域域課課題題、、発発展展をを共共にに考考ええるる会会」」開開催催 月月 日日
焼津市役所より、デジタル戦略課 山下主幹、環境課 岡本主幹、子育て支援課、増井

主幹、商工課 石野主任主査、鈴木主査、観光交流課 山梨係長にお越しいただきました。
焼津商工会議所青年部からは 名が参加。環境、観光、人口減少、デジタル化、雇用の
つのテーマでグループディスカッションを行う

第第 回回委委員員会会 月月 日日
月例会風会議のまとめ テーマ決めについて検討、今後のスケジュールについて確認

第第 回回委委員員会会 月月 日日
政策提言書、提言内容のテーマについて議論。 ターン増加策を軸とする

第第 回回委委員員会会 月月 日日
政策提言書作成に向けて提言の背景、概要、期待される効果やゴールについて議論。具

体的な施策、他市事例など調査

第第 回回委委員員会会 月月 日日
前回出された宿題「目指すべきゴールをどこにおくか」「焼津を知ってもらい、地元で

働いてもらうための施策」について議論。政策提言書の作成作業

第第 回回委委員員会会＜＜第第 回回風風会会議議 兼兼 公公開開委委員員会会＞＞ 月月 日日
焼津市役所より、デジタル戦略課 山下主幹、シティセールス課 前島係長、小玉主事、

商工課 田村主査、鈴木主査に参加いただきました。焼津商工会議所青年部からは 名
参加。政策提言委員会作成の政策提言書案を元に意見交換。政策提言書のブラッシュアッ
プ、仕上げ

政策提言委員会の活動（令和 年 月末現在）
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月例会風会議「地域課題、発展を共に考える会」開催 月 日

政策提言委員会の活動
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焼津市役所 職員の皆様 テーマ「プラスチックごみ問題」

テーマ「体験型旅行商品の造成」

テーマ「人口減少」

テーマ「デジタル化」 テーマ「雇用」

集合写真

第 回委員会＜第 回風会議 兼 公開委員会＞ 月 日

意見交換会の様子



今年度、焼津商工会議所青年部は政策提言を行うにあたり、どの様に活動を進
めていくのか、そして、一年の活動を通して、本当に政策提言ができるか、不安
のままのスタートでした。まず、私は私なりに焼津ＹＥＧが行う政策提言とは何
かを考えました。それは、地元「焼津」の活性化や地元企業の発展のため、現状
の問題・課題を解決すべく、その考えや意見を行政に示し、共に街を創ることだ
と考え至りました。一年間を通して、焼津ＹＥＧだからこそできる政策提言を行
う為に活動に取り組みました。

当委員会では行政の方々と風会議や意見交換会などを行い、問題点を整理し焼
津 目線で提言書の作成に臨みました。行政との連携が始まったばかりではあ
りますが、このような活動が、地域と焼津ＹＥＧのつながりを更に深めると思います。
我々は、政策提言活動を積極的に取り組み、地域発展に寄与する義務があると考
えております。

まだまだ、勉強不足で稚拙な部分もあるかと存じますが、本提言書をご一読いただき、
我々の熱い想い、志をご理解いただければ幸いです。

この一年間、共に地元焼津について真剣に向き合ってきたメンバーとの時間は
私にとっても良い経験となり、かけがえのない財産となりました。

末筆において誠に恐縮ですが、本提言書の作成にあたり、ご指導、ご協力を頂
きました関係者の皆様に感謝と御礼を申し上げます。

令和 年度焼津ＹＥＧ 政策提言委員長 飯田憲二

おわりに
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令和 年度焼津商工会議所青年部

会 長 大川 雅

政策提言委員会メンバー

担当副会長 森川 和弘

政策提言委員長 飯田 憲二

政策提言委員副委員長 米澤 光芳 岡村 一輝

委 員 鈴木 恒孝 山本 幸子 寺岡 辰也

吉野 慎一 久保田 昌利 川口 真枝

石田 和也
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